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最優秀賞

この美しい世界に生まれてくることができたの

は父と母のおかげです。私たちは生まれる場所

も生まれ育つ国も選ぶことはできません。私が

この世に生を受けたその日は両親にとっても幸

せな日でした。健康な体に生まれ、父と母がい

ることは私にとって人生最大の幸せです。私の

家族は少数民族でベトナム北部の山間部に暮ら

しています。小さいころ、家族の経済は厳しく

両親は定職に就かず農業で生計を立てていまし

た。自然の影響で豊作に恵まれる年もあれば不

作の年もあります。収入はほとんどないです。

子供のころから父と母の苦労を目の当たりにし

てきました。長女としてこの小さい村を出て都

会で働きお金を稼いで少しでも「父と母の生活

を楽にさせたい」それが私の目標でした。頭の

いい子ではありませんでしたがあきらめず最後

まで頑張り続ければきっと出来ると信じて努力

し続けました。高校を卒業した後、進学せず日

本に行くことにしました。理由は二つありその

一つは家族のためです。もし私が大学に行った

ら家族の経済はさらに厳しくなるはずだと考

え、両親は今以上に何倍も働いて苦労するだろ

うと思い、日本に来て働くことは良い選択だと

思いました。私が日本に「行きたい」と父に打

ち明けた日、父はじっと考え悩んでいるようで

した。父は無口で自分のことはあまり話さない

人ですがいつも私のやりたいことを応援してく

れています。ただ今回は少し悩んでいる様子が

伝わってきました。父は日本がどんな国かも知

らず、ただ名前を聞いたことがあるだけでし

た。だから心配していたのです。何も言いませ

んが父の目つきやため息でわかりました。日本

語を学ぶため、首都に行くことになりバスに乗

る前、父は財布から全てのお金を私に渡し、ガ

ソリン代だけ残しました。その瞬間、私は涙を

こらえきれませんでした。父は若いころに夢が

ありましたが時代の事情で叶えられませんでし

た。私が村を出ることは自分の夢であると同時

に、父の夢でもあると思っています。2022年 ５

月日本に持ってきた荷物は、ただの荷物ではあ

りませんでした。背中のリュックには私の夢、

人生の責任、そして家族の愛が詰まっていまし

た。 ３年間の実習を終えて家族に会えると信じ

ていましたが、父が突然亡くなりました。何も

言わず私を置いて行った父。言葉では言い表せ

ないほどの悲しみに襲われ、仕事も勉強も手に

つかない日々が続きました。「あのときもっと

父と話していれば」と、後悔ばかりが残りまし

た。毎日泣いていた私ですが、ある日ふと思い

ました。「もし父が今の私を見たらきっとがっ

かりすると。そんなとき、父がかつて言ってく

れた「お前は私の誇りだ」という言葉を思い出

しました。その言葉に支えられ、前を向く決意

をしました。父はもういませんが、きっとどこ

かで私を見守ってくれていると信じています。

日本に来た目的を忘れず自分のためだけではな

く家族のためにも、これから頑張り続けます。

なんのために私はここにいるのか
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体
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坂本　恵理

ベトナム
介護
医療法人六和会
人材創造事業協同組合

� 医療法人六和会　介護老人保健施設　　　　　　
� 六和会　センテナリアン　キャリア支援室　室長

　ヌーさん最優秀賞受賞本当におめでとうございます。施設職員一同自分のことのように喜んでお
ります。１期生で入職し入国時はＮ４でしたが、日本語を指導する職員も手探りの中　休憩時間も
惜しまず日本語を勉強し約２年でＮ１に合格しました。この受賞は本人の努力の賜物だと確信して
います。その真面目で誠実な人柄は職場でも信頼されています。職員はとにかく日本語で話しかけ、
本人は分からないことは調べる・聞くことを繰り返し学習していました。作文にも有りましたが、
強い意志と目的を持ってきている実習生に対して受け入れる側も覚悟とスキルアップが必要だとこ
の作文で改めて痛感しました。今からも目標に向かって一緒に頑張りましょう。

　この度、最優秀賞を頂き誠にありがとうございます。『受賞したよ』と室長から
連絡を頂いたときに驚きと共に大きな喜びが込み上げていましたがそれ以上に室長
がとてもうれしそうでした。このような素晴らしい賞を頂戴することが出来たのは
もちろん自分自身の努力もあると思いますが日頃から私を支えてくださった多くの
方々のご指導のおかげであると、深く感謝しております。以前、出張報告書に「い
つか日本語弁論大会に挑戦してみたい」と記したことがありましたが、その思いが
今回の日本語作文コンクール参加のきっかけの一つになりました。私は元々人前で
話すことがあまり得意ではなく大勢の前に立つと緊張のあまりの声が出なくなるほ
どで、自分の苦手を意識し、少しずつ乗り越えていこうとしています。このような
貴重な機会を通じて自分の弱さと改めて真摯に向き合い、より良い自分を目指して
参ります。




